
擁幹②

発
電
効
率
２
割
高
く

一　
開
発
し
た
の
は
熱
電
併
給

天
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

一シ
ス
テ
ム
。
京
セ
ラ
が
得
意

と
す
る
セ
ラ
ミ

ッ
ク
素
材
を

「
ス
タ

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る

中
核
の
発
電
部
品
に
使
う
。

ン

ン

税

啄
）
‰

ス
ポ
イ
ン
ト
は
２
日
、
仮
想

通
貨
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」
を
株

主

に
配
布
す
る

と
発
表
し

た
。２

０
１
７
年
３
月
期
末
時

点
で
同
社
株
を
保
有
す
る
株

主
に
１
単
元

（１
０
０
株
）

あ
た
り
１０
円
相
当
の
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
を
配
布
す
る
。
上
場

企
業
が
株
主
優
待
と
し
て
仮

想
通
貨
を
配
る
の
は
珍
し

い
。
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

配
布
総
額
は
４
０
０
万
円

を
予
定
す
る
。
配
布
総
数
は

配
布
予
定
日

（８
月
３‐
日
）

の
前
日
の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の

相
場
に
よ

っ
て
決
め
る
と
し

て
い
る
。

配
布
を
希
望
す
る
株
主
は

７
月
末
ま
で
に
、
仮
想
通
貨

の
取
引
所
を
運
営
す
る
同
社

の
子
会
社
に
日
座
を
開
設
す

る
必
要
が
あ
る
。

リ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
イ
ン
ト
は

「
仮
想
通
貨
は
現
時
点
で
現

金
同
等
物
で
は
な
い
た
め
、

株
主
優
待
と
し
て
問
題
な

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。
優

待
制
度
と
し
て
継
続
的
に
実

施
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後

検
討
す
る
と
い
う
。

主
優
待
に
ビ
ツ
ト
コ
ィ

望
一、ック
ス
ー００
株
あ
た

，
１０
円
相
当 ン ヵK

方/1、 3

盟総 b/13

る
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
最
大
で

３
割
程
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
を
削
減
で
き
る
。

大
き
さ
は
約
１

。
２
材

×

１

，
７
肝

×
６８
寺
席
ｏ
初
年

度
５
０
０
台
の
販
売
を
目
指

す
。
価
格
は
未
定
だ
が
５
０

０
万
円
以

下
に
な
る
見
通

し
。
導
入
費
用
の
３
分
の
１

以
下
か
■
３
５
万
円
の
補
助

金
が
受
け
ら
れ
る
。

連
を
育
成
し
、
太
陽
電
池
事

業
と
並
ぶ

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
柱
に
す
る
。

日経 4/'s

京
セ
ラ
、部
品
か
ら
機
器
ヘ

京
セ
ラ
は
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
事
業
に
参
入
す
る
。
都
市
ガ
ス
を
使
っ
て
電
気
と
給
湯

器
の
熱
を
生
み
出
す
機
器
で
、競
合
品
よ
り
も
発
電
効
率
が
２
割
高
い
製
品
を
開
発
し
た
。

７
月
か
ら
大
阪
ガ
ス
を
通
じ
て
販
売
を
始
め
、
東
京
な
ど
国
内
各
地
や
欧
州
市
場
を
開
拓

す
る
。
従
来
は
家
庭
用
燃
料
電
池
の
主
要
部
品
の
み
を
手
掛
け
て
い
た
。
燃
料
電
池
事
業

を
２
０
２
１
年
度
に
１７
年
度
計
画
の
７
倍
と
な
る
５
０
０
億
円
に
育
て
る
。

従
来
は
同
部
品
を
ア
イ
シ
ン

精
機
経
由
で
大
ガ
ス
の

「
エ

ネ
フ
ァ
■
ム
」
向
け
に
供
給

し
て
き
た
。

ポ
ン
プ
や
配
管
、
電
力
変

換
機
器
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

て
自
社
設
計
し
、
よ
り
大
容

量
で
高
効
率
の
機
器
の
開
発

を
可
能
に
し
た
。

ま
ず
業
務
用
向
け
に
発
電

出
力
３

ロ
キ
崎
の
機
器
を
投
入

す
る
。
小
規
模
の
飲
食
店
や

医
院
、
福
祉
施
設
向
け
を
想

定
す
る
。

京
セ
ラ
は
熱
に
強
い
セ
ラ

ミ

ッ
ク
を
使
う
こ
と
で
、
発

電
効
率
を
５２
％
と
競
合
す
る

機
種
よ
り
２
割
高
い
業
界
最

高
水
準
に
引
き
上
げ
る
。
今

後
、
家
庭
用
な
ど
業
務
用
以

外
に
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡

充
す
る
。

開
発
し
た
機
器
は
都
市
ガ

ス
か
ら
水
素
を
取
り
出
し
、

セ
ラ
ミ

ッ
ク
の
板
を
約
５０
枚

組
み
合
わ
せ
た
膜
を
通
じ
て

空
気
中
の
酸
素
と
反
応
さ
せ

る
。
そ
の
際
に
発
生
し
た
電

気
と
熱
を
利
用
す
る
仕
組
み

だ
。
電
気
と
ガ
ス
を
併
用
す

富
士
経
済
に
よ
る
と
、
産

業

・
家
庭
用
を
合
わ
せ
た
燃

料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
３０
年
度

の
世
界
市
場
は
１６
年
度
の
１１

倍
と
な
る
１
兆
８
７
５
０
億

国
際
オ
リ
ン
ピ
ック
委
員
会
　
ｒ
ｒ銃
一算

幸中却項ネ‐の」帥【”るして！一肇オ」窄車抑「

幹
部
声
明
を
出
し
た
。
　
　
ｉ
　
　
・

円
に
拡
大
す
る
見
通
し
。

京
セ
ラ
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
技

術
を
中
核
に
電
子
部
品
業
界

で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
が
、

新
規
事
業
の
育
成
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
的
燃
料
電
池
関

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ほ
か
、

コ
カ

・
コ
ー
ラ
な
ど
世
界
的
企
業
が

協
賛
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
よ

る
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
２
０

１
８
年
の
平
昌
冬
季
五
輪
に
限

っ
て
、
韓
国
国
内
で
の
み
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
を
継
続
す
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

以
外
の
外
食
企
業
と
す
ぐ
に
ス

ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
ぶ
計
画
は

な
い
と
し
て
い
る
。

口結 どル7
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台簿③

軽2マ

半
導
体
売
却
一優
先
交
！渉

経
営
再
建
中
の
東
芝
は
２‐

３
、
半
導
体
メ
モ
リ
ー
事
業
の

売
却
に
つ
い
て
、
官
民
フ
ア
ン

ド
の
産
業
革
新
機

！
構
や
韓
日
つ

半
導
体
大
手
Ｓ
Ｋ
ハ
イ
ニ
ッ
ク

ス
、
米
フ
ア
ン
ド
な
ど
に
よ
る

ｉ酢
米
韓
連
合
」
と
優
先
的
に

交
渉
を
進
め
る
こ
と
を
決
め

た
”
日
本
勢
が
出
資
の
過
半
を

握
る
提
案
で
、■
国
内
で
の
生
産

や
雇
用
を
維
持
し
た
い
政
府
の

意
向
に
冷

っ
た
判
断

‐。
だ
が
、

！

協
業
先
の
米
半
導
体
大
手
ウ
ェ

ス
タ
ン
一い
デ
ジ
タ
ル

（
Ｗ
Ｄ
‐！）

と
の
訴
訟
を
棚
上
げ
し
た
ま
ま

見
切
り
発
車
し
た
形
で
、
交
渉

の
先
行
き
は
依
然
見
通
せ
な

い
。
　

　

．
！
！　

　

　

　

！

（
３
面
に
ク
ロ
ト
ズ
ア
ツ
プ
（

６
面
に
関
連
記
事
）

！　
！　

！

東
芝
は
米
原
子
力
子
会
社
ウ

エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
巨
額
損

失
に
よ

っ
て
２
０
■
７
年
３
月

期
に
借
金
が
資
産
を
上
回
る
債

務
超
過
に
陥

っ
た
。
来
年
３
月
ィ

ま
で
に
半
導
体
メ
モ
リ
■
事
業

の
売
却
手
続
き
を
終
え
て
２
期

連
続
の
債
務
超
過
を
避
け
な
い

と
上
場
廃
止
と
な
る
。
　

　

・

十東
乏
は
い
２８
日
の
株
主
総
会

ま
で
に
日
米
韓
連
合
と
最
終
合

意！
し
！、
株
主
に
説
明
す
る
方
針

だ
。
　
　
　
　
　
　
　

．

東
芝
子
会
社
「東
芝
メ
モ
リ
」

の
優
先
交
渉
先
は
、
革
新
機
構

と
米
フ
ス
ン
ド
の
ベ
イ
ン
キ
ャ

ビ
タ
ル
、
Ｂ
本
政
策
投
資
銀
行

の
連
合
。
東
芝
の
希
望
す
る
２

兆
円
を
超
え
る
買
収
額
を
提
示

口
日
問
―‐
巴

倒
掛
日
陽
倒

倒

置

風

∪

倒

圏

桝

幽

！
一

ハ
イ
エ
ツ
ク
ス
を
後
押
し
ギ
東
・

乏
は
決
定
理
由
を

「国
外
へ
の

技
術
流
出
懸
念

≡、
国
内
の
一犀
用
，

の
確
保
ヽ
手
続
き
の
確
実
性
な
・

ど
の
観
点
か
ら
総
合
間
に
評
価

し
た
」
と
し
た
。
　
　
　
一
！

し
か
し
（
東
芝
は
二
重

！県
四

国
市
市
の
工
場
で
協
業
す
る
Ｗ

Ｄ‐
と
の
訴
訟
リ
ス
ク
を
抱
え
た

ま
ま
。
Ｗ
Ｄ
は
国
際
伸
裁
裁
判

所
に
売
却
中
止
を
申
し
立
て
た

ほ
か
、
数
年
か
か
る
と
さ
れ
る

伸
裁
裁
判
の
結
論
が
出
る
ま
で

の
売
却
停
止
を
求
め
米
上
級
裁

判
所
に
提
訴
。
上
級
裁
署
間
は

来
月
１４
日

（米
国
時
間
）
に
予

定
さ
れ
↑
Ｗ
Ｄ
の
主
張
が
認
め

ら
れ
れ
ば
売
却
手
続
き
は
中
断

ス‐し
築

歎

難

整

カロ！
”

！融
資
に
と
ど
め
る
に
と
で
、

各
国
の
独
占
禁
止
法
審
査
を
通

り
や
す
い
と
東
芝
な
ど
は
見
て

い
る

‐。　
．　

一
　

・
！
　

！　
一１

政
府
は
半
導
体
技
術
や
人
材

の
海
外
流
出
を
懸
念
し
て
お

り
、
経
営
権
を
握
ら
な
い
Ｓ
Ｋ

を
追
ら
れ
る
”　
　
一
，く
　

　

！

■
Ｗ
Ｄ
は
挑
Ｂ
ｆ

「東
芝
は
進

行
中
の
法
的
手
続
き
を
無
視
し

，

続
け
て
い
る
ｉ。

（
Ｗ
Ｄ
は
）
権

利
を
主
張
し
続
け
る
」
と
の
ロ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た

‐。

一

，
東
芝
メ
モ
リ
買
収
に
は
（
Ｗ

Ｄｉ
▽
米
フ
ア
ン
ド
の
コ
■
ル
バ

■
グ

一
ク
ラ
ビ
ス

一
ロ
バ
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